
知事もいっしょに岩手の旬を堪能
「サケの日給食」

l l月ll日の 「鮭の 日」を中心に、 秋サケのイメー ジ
ァップと消費拡大を目指し、県内各小中学校で秋サケ給
食が行われた。 ll月 7日に実施した盛岡市の太田小学
校には増田知事が訪問 、 校内放送で全校児菫に「サケが
生まれた川に戻ってこられるよう 、 皆さんも近くの雫石
川をきれいにする活動を心がけてください」と呼びかけ
た後 、 6年生の 児童24人と一緒に「鮭の もみじ焼き」

「中骨入りカルシウムサラダ」「菊花こはん」に県北の郷
土料理「せんべい汁」の 秋サケ給食を堪能した。

いわ

本県のイメ ー ジアップに提言

「銀河系いわて大使」懇談会

本県の情報発信やイメ ージアップを担っている銀河系
いわて大使と知事との懇談会が、ll月8日 、 東京都内
で開催され 、 首都圏の 大使約60人が出席し、意見交換
を行った。 知事は「最近あまり華々しい話題はなく 、 地
方にも疲弊感が漂っているが、岩手が持つ優れた個性を
忘れすに、 行政運営に生かしていきたい。」とあいさつ。
大使からは 、 インタ ーネットを活用したPRや 、 岩手の
素晴らしい自然を生かしたイメ ージアップなどの提言が
出された。 この懇談会は12月に名古屋でも開催された。

新しい街づくりに気持ち新た

大船渡市・三陸町合併記念式典

金ケ崎町中央生涯教育センタ ー社会教育指導且
ほそのめ

細目明子さん

金ケ崎町では生涯教育の一環として国際交流を進
めており 、 ハロウィン祭は子供たちにその機会を与
えたいと5年前から始めました。今年は200人余り
が参加し、 仮装も大掛かりになるなど、 年々浸透し
てきています。外国の方もロピンさんをはじめ 、 4
人参加しました。

最初はアメリカのお祭りを基本に外国の異文化に
触れることから始まりましたが 、 今はボランティア
を中心にみんなで積極的にアイディアを出し合いな
がら 、 演劇 、 クラフト、 スナック、 ゲームの各コ ー

ナーを企画し、 金ケ崎らしいハロウィン祭になりつ
つあります。仮装大会では 、 子供たちの創意工夫と
親子の触れ合いの様子もうかがえます。ハロウィン
祭は 、 国際交流だけでなく町民の表現の場として 、

町の活性化につながっていると思います。これから
も 、 このような外国の文化を一緒に楽しみながら、
子供たちや町民が外国人を特別視しないで 、 隣にい
るのが自然だと思える町になるといいですね。

三陸町を編入して誕生した「新」大船渡市の合併記念
式典が 、 11月15日に大船渡市内で行われた。 式典には
国や県、 両 市町の関係者ら約600人が出席 、 新市の 誕
生を祝い 、 沿岸南部の拠点都市形成へ誓いを新たにした。
両市町の合併は、昨年11月に市側が推進を表明して具体
化し、8月31日に合併協定に調印。 両市町議会と県議
会の 議決 、 総務大臣の告示を経て 、 ちょうど1年で実現
した。この合併によって大船渡市は人口約4万5,000人、

沿岸部では宮古 、 釜石両市に次ぐ第三の都市となった。

知事自らがトップセールス

「いわて純情りんこの集い」

県産リンコの認知度向上と消費拡大を図るため 、 首都
圏で生産者による販売PR活動を行う「いわて純情りん
この集い」が 、 ll月17日・18日の両日、 東京 、 神奈川
の両都隈で行われた。 17日の研修会に続き、 18日には
都内のスーパーマーケットの店頭で生産者が消費者に直
接PR。 また神奈川県内のスーパーマーケットには増田
知事が応援に駆けつけ、 来店客に県産の「蜜入りりんこ」
をフレゼントして、 岩手のおいしいリンコをPRした。
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「岩手県国際交流・協力計画」についての問い合わせ先

県庁文化国際課
TEL O 1 9-629-5336 
FAX O 19-629-5339 
E-mail AB0004@sv01.sg.pref.iwate.jp
文化国際課のホ ームベージ http://www.pref.iwate.jp「hp0312/

国際交流で
豊かな人つくり、

まちつくり

唱政翌¢
私たち岩手在住「地球市民」

金ケ崎町では平和友好への願いを込めて平成8年に「平和国際交流の町」を宣言。 中国の長春市、

アメリカのアマースト町、 ドイツのライネフェルデ市などと活発な国際親善活動を行っています。

去る l l 月 l O • 11 日には、 宣言から 5周年を記念して「かねがさき国際交流フェスタ」が開かれ、

多彩なイベントが展開されました。

ハロウィン祭で子供たちに国際交流の機会を

かわがさ巴 I、B?., ▼m一ヽ
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子供たちの創意工夫を凝らした仮装が呼び物の

ハロウィン祭

子供たちの仮装がとてもかわいかった

金ケ崎町英語指導助手

ロビン・オランスキーさん（アメリカ）

ハロウィン祭には、 私も演劇のナレ ータ ーと 、 仮
装コンテストの審査員として参加しました。子供た
ちの仮装はほんとにかわいくて感動しました。だか
ら 、 5つの裳を選ぶのはとても難しかったです。・「お
化けが出たりして、ちょっと怖いけど楽しい」とい
うハロウィンの雰囲気はアメリカと同じですね。

私は金ケ崎町に来て5カ月ですが、町の人はみん
なやさしくて、 困ったことがあるとすぐ助けてくれ
ます。日本はアメリカよりも歴史が長く 、 素睛らし
い伝統文化がたくさんあり、 私は日本の文化すべて
に興味を持っています。今は 、 友達と着物の着付け
教室に通っていますが、 お茶や太鼓も習いたいです。

私は今までアフリカや中南米などいろいろな国に
住んだ経験があります。国際交流で一番大切なこと
はコミュニケー ション 、 お互いに理解し合うことだ
と思います。これからも 、 日本の友達をたくさんつ
くって日本語をもっと上手になり、 将来、外交官と
して日本で働くのが夢です。
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ロピン・オランスキーさん（左）と細目明子さん（右）
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